
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ぽっぽ屋

乗務員による団体臨時列車の貫通作業 

 

など

怒りの声

ＪＲ東日本の「安全計画２０２８」で謳われている 

「仕事の本質」を理解するための 7つの心得 

 仕事・業務の 

全体像（関連性） 

「何のために 

やるのか」など、 

仕事の目的・主旨 

 

ルールが定められた 

意図・経緯・ 

成り立ち・背景 

取り扱う機器・装置の 

しくみ・構造・動作原理 

 

 「最悪どうなるのか」など、 

リスクのイメージ 

 

絶対に外してはいけない 

ポイント・ツボ 

暗黙のうちに実施している 

工夫・コツ 

 

 一部の乗務員職場にて「団体臨時列車の車

内貫通作業を乗務員が担当する」ことが６月

の訓練で突如説明されました。その中で「２０

２４年７月から実施」と会社は謳っていますが

変更の目的や趣旨、乗務員への教育、試用期

間やＯＪＴの未実施などすべてにおいて明確

になっておらず、実施日ありきの施策です。そ

れと同時に「ヒトを起点とした価値・サービス

の創造」から完全に逸脱した教育であり、安全

が経営のトッププライオリティというＪＲ東日

本の実態であります。 

 ＪＲ東日本は昨年１２月「安全計画２０２８」

をプレス発表し、その中で社長は「一人ひと

りが、これまで考えられなかった事態や過去

の経験を超える事態が起こることを想像し

て安全を先取ることに挑戦していく」と述べ

ており、「仕事の本質」を理解するために７つ

の心得を打ち出しています。今回の「乗務員

による団体臨時列車の車内貫通作業」では

会社が謳っている「仕事の本質」を理解する

ために７つの心得を全く無視し、安全を蔑ろ

にした施策であります。私たちはエッセンシ

ャルワーカーとしてお客さまを目的地まで安

全に送り届ける使命があります。輸送サービ

ス労組東京支部はお客さまやそこで働く社

員を第一に考え、労働組合として今のＪＲ東

日本を正していきます！ 


